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1.は じ め に
手紙交換 という試みは,筆者が早稲田大学で目本語 を担 当しているクラ
スの留学生 と,やはり筆者が目本語教授法を担当 している,神奈川県立外
語短期大学の目本人学生 との問で,1998年の春学期から始まった。
早稲田大学では,国際教育センター及び 目本語研究教育センターの理工
学部の留学生が対象である。殆 どの留学生にとって,手紙 とい うのはたま
にお礼状を書 くくらいで,目本人大学生 という同世代の人と手紙のや りと
りというのは,初 めてである。
一方,目本人大学生にとっても,身近に外国人 ・留学生 と接することが
できる人はまれで,殆 どの学生は,留学生はどのように目本語 を学習 して
いるのか,どんなことを考えているのか,目本でどんな生活 をしているの
か,興味津々といったところである。
手紙の交換 とい う活動は,教室での学習とい う枠 を飛び出し,自分をい
かに表現すれば,相手に理解 されるかと努力し,一方,受 け取 った手紙を
通 して相手を理解 しようとする活動で,全人格的なインターアクシ ョンが
起こり得る。また,留学生 としては,目本語学習の教室内では提供する機
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会の殆 どない留学生各人が持つ異文化性 を,目本人大学生に対 し文通を通
して自然 に提供す ることが可能になる。習った目本語 を全て駆使 し,持て
る力を全て出しながら手紙を書 くという活動は,目本語学習への強力な動
機 づけとなっている。
この手紙交換 という活動は双方にとり,興味がありメリットがあるとこ
ろで,始 まり,続けられている。
2.学生の紹介
こゐ手紙交換に参加 している学生 について説明をする。
留学生
① 早稲田大学 ・国際教育センター国際部に一年の予定で留学 している各
国からの留学生。初級を終わって中級の目本語 を学んでいる,国際教育セ
ンターのレベルでJ10(全13レベル中)の留学生。アメリカか らの留学生
が多く,その中には目系人の学生も含まれる。その他,イ ギリス,ドイッ,
フランス,デ ンマークなどのヨー・ッパからの学生。学生数は,各年 とも
10人前後,男女半々。
② 早稲田大学 目本語研究教育センター理工学部の留学生。中国,台 湾,
韓国の学生が多いが,ア ラブ,ア フリカ,東南アジァからの学生も含まれ
る。中級クラスと上級クラスの学生が対象。早稲田大学の正規の学生 ・大
学院生及び科 目等履修生。クラスは年によって異なるが,数人か ら15人
くらい。男女の比率は多少男子学生が多い。
目本人学生
神奈川県立外語短期大学で,「日本語教授法」を受講中の学生である。
講義は半年単位で,週 一回である。学生数は,学 期により12,3人から
25人くらい。学生は,原則 として 「目本語」 とい うコースを既習 してい
る。っまり,当短大では,半年で 「目本語」 をとり,次の半年で 「目本語
教授法」を履修するわけである。従 って,期 間からいっても,「目本語教
授法」 というものの紹介にとどまらざるをえないコースで,目本語学習者
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に実際に接する時間などはない。学生の年齢は,殆 どが18～20歳である
が,そ の他に社会人枠入学の学生(20代後半)と,科 目等履修生(40から
50代)が数名いることがある。また,共学ではあるが,こ の手紙の交換に
参加 した学生は,現在までのところ全員女性である。専攻は,全員が英語
であ り,第二外国語 として,中国語 ・スペイン語 ・フランス語などを学習
している。短期留学の経験 を持つ学生もたまにはいるが,目本語学習者 と
か留学生は殆 どの学生 にとり,遠い存在で,「目本語教授法」の授業 も,
なかなか実感が持てず,い つか将来何かの時に役に立つかもしれないとい
う感覚で受講 している学生が殆どである。
3.経 緯
1998年春学期に留学生 と目本人学生の手紙の交換 を初めて試みた。筆
者が受け持っていた早稲田大学国際部(当時)のワークショプを取っていた
5人の留学生と,やは り筆者の 「目本語教授法」 を受講していた短期大学
の学生14人 との問で始まった。まず,始 めるにあたっては,双方の学生
と手紙を書 くとい う活動 をどのように考えるかとい うことを話し合い,参
加 したくなければしな くてもいいことを伝 えた。それは,こ の活動は双方
の授業のシラバスの中に位置づけられている活動ではないからである。 し
かし,全員がぜひ参加 したい,や ってみたいとの意欲 を示し,お互いの手
紙の交換が始まった。留学生5人 対 目本人学生14人 というのは,留学生
側には手紙を書 くことが負担になるかもしれないとい う危惧 もあった。そ
こでこの時は,手紙 を書 く相手を特定せず,ク ラス単位の手紙交換の方法
をとった。学生は各 自が手紙を一枚ずつ書 く。それを相手側の人数分 ほど
コピーをして相手側に渡すというや り方である。この時の留学生は上級 あ
るいはそれに近い学生であったので,一回にB5の用紙一枚程度書 くのは
特に問題ではなく,読む という作業が少 し多 くなるだけのことであった。
少々大変ではあったかもしれないが,複数 もらった手紙 を家に帰 ってから
読むのも楽しみという状態であった。
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その後の手紙交換 は,学 生たちの希望などもあり,次第に相手 を決 め
て,手紙 の交換 をするようになってい く。人数の関係 で,留 学生が2人
の目本人学生相手 に書かなければならない状況 も,毎回のように起 こる。
希望を募って書 くことが好きな学生がその役をになっている。
留学生のクラスによっては,自分たちのヘタな目本語で書いた手紙 をそ
のまま目本人に渡すのは恥ずかしい とい う考えが支配的になる場合があ
る。そんな時は,手紙の下書きを教師がチェックし,清書した手紙 を届 け
る。しかし殆 どの場合,目 本人学生の手紙はもちろん,留 学生の書いたも
のもそのまま届けている。目本人学生は,留学生の間違いを見てこんな間
違いをするのか,し かし間違いがあっても気持ちは十分通 じるのだとい う
ことを発見 し,日本語学習者 を身近に感 じる。留学生の方も自分が書いた
手紙に即反応があり,自分の書いたことが理解されていることを知 ると同
時に,目本人学生の考え方などに接することができる。
手紙の交換の回数は,半 年 とはいえ実質13～4週であるので,手紙 の
往復は4,5回が精々である。これについては,双 方の学生が不満をもら
しているが,も っと頻繁にするのがいいのか迷 うところでもある。学生が
手紙に費やすエネルギーが大 きくなり過ぎるのではないかと危 嗅するから
である。
シラバスの中での位置づけがない以上,手 紙を書 くとい う作業は,授 業
終了まぎわのわずかな時間や,休 み時間,テ ス トの後の時間などが使われ
る。やむをえず家で書いてくるようにと言 うこともある。そ して書かれた
手紙は,教 師である筆者があずか り,相手の学生に届 けるとい う方法 を
取 っている。学期中は,教師の手 を通 して交換 されるが,学期終了後 は,
お互いに興味があれば,友 だちとして文通やe-mailが続 くとい うことに
なる。初めての試み以来,双 方の学生の感想 として,楽 しかった,色 々な
人の考えを知ることが出来た等,こ の活動を非常に楽しんでいるとい う感
想がよせ られ現在も続けている 。
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4.留 学生 ・日本人学生の"手 紙 の交換"参 加 に関す る考察及び分析
この活動 の効果 を,留 学生 ・目本人 学生 の双方 が書いた アンケー トか ら
考察す る。
ア ンケー トに頻 出するこ とばや表現,ま た類 似 してい る内容 ・関連 す る
内容な どを取 り出 して,学 生 にとって どん な効 果が あった と考 えた らいい
のか を考察 したい。
主に,2000年春学期 の学生 たちのア ンケー トを中心 に考 察す る。
① 嬉 しい 楽 しい
返事 を もらった ときの気持 ちを聞 いた ところ,ア ンケー トに答 えた留学
生16人 中15人 が一番 に 「うれ しか った」「わ くわ く楽 しみ」「どき どき
した」 「す ご く興 奮 した」「楽 しか った」 「あふれ る気持 ち」 な ど と書 いて
いる。(言葉 ・表現 は留学生の書いた まま)。残 りの一人 は,目 系 の留 学生
で,姓 も名 も 目本人 の名前 を持っ てい たため,上 記 のよ うな気持 ちをもて
ず,「 目本人学生 たちは,自 分 のよ うな 目本人名 を持 ってい る者 とではな
く,外 国人 と交換 したか ったのではな かった.のか」 と,コ メン トし,毎 回
複 雑 な気持 ちで手 紙 を書 い ていた とい う。 しか し,実 際 には 目本人 学生
は,目 本人 の名 を持 った人 がなぜ 目本 の大学 に留学 などす るのか,目 本語
はどの くらい話 した り書 いた りで きるのか,色 々聞 きたい ことがた くさん
あ り,当 人 が思 っていた危惧 とは全 く違 っていたのだったが。
返事 をもらった ときの気持 ちは,目 本人 学生 の揚合 も,「うれ しか った」
「す ご くうれ しか った」「veryHappy」「色 々書 いて くれ て うれ しか った」
な ど,殆 どの学生 が 「うれ しい」 とい う言葉 を使 ってい る。(14人中11
人)嬉 しい とい う言葉 を使 わなか ったそ の他 の学 生 も 「手紙 はい いものだ
としみ じみ思 った」 「レベルの高 さに驚 い た」 「相手 が本 当に外国人 か と
疑 った」 な ど。 目本人学生の コメン トか らも受 け取 った時 の うれ しい感激
があふれ ている。
② 心 の交流 の始 ま り
印象的だ った ことを聞いた項 目では,留 学生側 は,相 手 の 日本人が 「優
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しいと思 った」「自分のことを心配 してくれた」「長い手紙をくれ,人 生の
ことを教えてくれた」「質問 したら,次 の手紙にていねいに地図までかい
てくれた」「相手が悩んでいる時,励 ますことがあった」など。目本人学生
側 も,「自分の考えなど分か りにくい話 もしたが,それをきちんと理解 し
た返事を頂いた」「(自分の)就職活動について励まされた」「長い手紙を書
いてくれた」「就職活動中でヒ。リピリしていたとき,大 らかな考えで,な
ぐさめられた」など,双方の学生たちから,心の交流 をうかがわせるコメ
ントが多数ある。
③ 互いの理解の始まり
目本人側の印象 として,も う一点多く見られたのは,留学生の手紙の字
がきれい,漢字がた くさん使われている,文が上手,目本語が上手,目 本
についての知識が豊富など,想像 していた外国人の手紙とい うものよりは
るかに上手な目本語の手紙 を受け取 り,驚いている様子が伝わってくる。
そ して,目本人学生は,「相手をもっともっと深 く知 りたい」「相手 の国の
ことをもっと知 りたいと思 った」「1対1で手紙を交換することで親 しく
なった(留学生対 日本人 とい うことを越 えて)」「ステレオタイプの国際理
解ではなく自然な交流 ・理解ができる手応 えを感 じた」な ど,互いに相手
を理解することへの広が りも見える。留学生は,こ の活動 を通 して,「手
紙の書き方がわかった」 とい うだけでなく,「目本人学生は留学生 と交流
したいと思っていることが分かった」「外国人に興味をもっている」「目本
人も私たちと同じ」など,日本人学生への理解が深まった様子が分かる。
5.〈うれ しい ・楽 しい〉とは何 か ～
手紙 のア ンケー トにあま りに も頻 繁 に表 われ た,〈 うれ しい ・楽 しい>
とは一体 どんな ものなのか,人 は どんな時 に うれ しい と感 じるのか,考 え
ずにはい られない。 もちろん専 門が心理学 でも,臨 床心理学 で もな く,ま
して哲 学 で もない筆者 では あるが,少 し 「喜 び とは」 とか 「うれ しい と
は」な ど調べてみ よ うと試 みた。 ざっ と図書館 などで調べ ただ けではあ る
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が,こ のテーマは,心理学でも研究があまりされていないようである。い
くつか理解できた範囲で述べてみる。
a.不安から喜びへの変化
「喜びはある興奮 を伴 うということである。(中略)"喜び"を 起 こす よ
うな自己状態の大きな改善は当然環境状況に大きな変化があったことを意
味する。そうした変化 は,(中略)一般的に最初は 「不安定」だから,それ
が安定するまでは本当の意味での安心 して"喜び"ム ー ドに浸っているわ
けにはいかない。(中略)不安が解消 しても,不安の引き起こした興奮はま
だ残っており,それがそのまま"喜び"ム ー ドの興奮に移行すると推定さ
れる。」(戸 田正直著 『感情』PP.74-45より)
以上の"喜び"に 関する記述を,手紙交換 をしている学生たちに当ては
めてみると,留学生 と目本人が文通 を始める前には,
相手はいい人なのか
私の手紙は受け入れ られるかどうか
相手も私と同じように期待 しているのだろうか
自分のことをうまく伝えられるか
相手のことを分 かってあげ られるか
この文通は長 く続 くのか
等々,色 々不安があるが,始 まるとこれ らが一気に解消 される。そ して
"喜び"に 変わっていくということからもその通 りだと言える。。
b.仲 問の間での伝染する"喜び"
「盛 り上が り現象:仲 問内のムー ドの伝染は,条 件が整えば,相互促進
効果 を持 ち得 る。」(戸 田正直著 『感情』P.215より)
この"喜び"の伝染に関する記述を,手紙交換をしている学生たちに当
てはめてみると,クラスでは,教師からの文通の提案にどう対応 した らい
いか分からない者・初めは興味を示さない者 ももちろんいるが,数人が強
い興味を示すことにより,クラス全体が文通を楽 しみにするとい う雰囲気
が生まれやすいとい う事実と一致する。
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c.人 を理解 する うれ しさ
「人 は,ど んな時 うれ しいので あろ うか。"う れ し さ"は 何 か を獲得 し
た り,完 成 した りす る,い わば欲求 が充足 された揚合 にお こる感情 だ,と
考 えてよいだろ う。た とえ限 られていて も,人 問 を理解す ることのたの し
さ,う れ しさ,よ ろこび とい うものがあるはず で…」
(早坂泰次郎他著 『喜怒哀楽 の心理学』p.79よ り)
以上の"人 を理解 す る うれ しさ"と い う点 は,手 紙交換 を してい る学生 た
ちが,た とえ,B5一 枚 の事 務用紙 に書 く手紙 で も,そ してそれ が教 師 の
手 を通 して数週間 に一回 の往復 であって も,文 通 を通 して,互 いを知 り合
い,理 解 し合 う期待 で,手 紙 を書 くこと ・もら うことを喜 んでいるこ とか
らも分 かる。
d.脱 目常
よく"旅"の 楽 しさで説明 され るよ うに,「なぜ旅 行 にい くのか」 と問
われれば 「楽 しいか ら」 とい う言葉 が一番適切 か もしれ ない。昔 に比 べ,
今 はパ ック旅行 な どレジャー化 され た もの もあるが,そ れで もなお,楽 し
い と言 えるであ ろう。
手 紙 の交換 も,相 手 の顔 を見 るこ とも無 く,も っ と長 く色 々書 きた い・
もっと聞 きたい と思 って も,授 業 時間の関係 でままならない。そんな手紙
のや りとりではあるが,そ れで も,通 常 の授業 では経験 したことのない こ
と,ま た殆 どの学生 にとっては,目 常生活 の中には存在 しない経験 である
という点 で楽 しいので あろ う。
6.日本語学習に対する効果
① 閉塞 した教室の枠を飛び出す
日本語教育における社会性の提起 として,岡崎敏雄は,教室内も一っの
社会 と認め,幅広い活動を期待 しているが,目本人学生に手紙を書 くとい
うことは,閉塞 した教室の枠 を飛び出 し,現実的な関心 をそのままぶつけ
る相手 を持つということになる。そこでは,「学習者が既 に持 っている生
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活や人間関係に関する知識 ・能力 を」発揮できると同時に,ま た学習 した
言語 を活動の中に組み入れるということが可能なのである。
② 自己を表現 し,他人を理解したいという欲求
岡崎敏雄は,『目本語教育におけるコミュニカティブ ・アプローチ』 の
中の,「コミュニカティブ ・アプローチの今後」 というセクシ ョンで,学
習者 の持つ社会性に注 目するという項 を設け,「自己を表現 し,他人 を理
解 したいという欲求,あ るいは自分が外界の変化の原因となりたいとい う
欲求は社会的存在 としての人問の当然の欲求である。しかしながら,伝統
的な言語の教室では最 も軽視 されてきた欲求である。」 と述べて,学 習者
の社会性への注 目とは,「社会的存在 としての人問の持つ本来的な欲求 を
言語学習の中に正当に位置づけ,取 り込 むことを意味する。」 と述べてい
る。
つまり教室内で学習項 目積み上げ式の日本語 の授業を受けることは,即
ち学習者である留学生たちが持つ社会性 を一旦わきにおいて,学習活動が
行われることでもある。教室の中では,目本語 を学習する途中であるため
に,一人前の社会人 としての感覚が脅かされる思いもたびたびすることで
あろ う。教師はいくら対等に扱うといっても,成績 を握 っていることもあ
り,全 くの対等 とはなれない。
手紙を通 し,対等に同世代の目本人学生 に,質問し,疑問をぶつけ,コ
ミュニケーションを持つことは,目本語の能力 とは関係無 く,上記の事態
を補い,留 学生が一社会的存在としての自分 を表現し得 る意義あるチャン
スであると考えられる。
また相手の目本人の書いてくる手紙の内容 を理解 し,受け入れよう,理
解 しようとい う活動は,人 問同士の交わ りの中で人問の根源的な願望であ
る,友 を理解 したいとい う願望を満たすことにつながるのではなかろう
か。少な くとも,教室の中の活動だけよりは,手 紙のや りとりの中での方
がその可能性は高いであろう。そして,こ の願望が満たされることは,留
学生たちの目本語学習への意欲にも大 きな影響 があると考えるのが当然 で
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ある。
③ 全人格的なインターアクション
教室の中でも,学習者同士,学 習者 と教師の間でのインターアクション
は,も ちろん起 こりうるものであるが,教室の枠 を超えた,こ の手紙のや
りとりを通 して起 こるうるイ ンターアクションは,目本語学習者にとって
は,目本人に対 し,目本語に対 し,また,目本文化に対 して関心 を呼び起
こさずにはおかないものだろう。手紙のや りとりが うまくいけば,それは
全人格的なインターアクションを高めてい くのに有効であろ う。
④ 学習者が持つ異文化性
目本語の教室内では,学習者はそれぞれ母国の文化=異 文化 を背負って
きている。つまり学習者一人一人が独自に提供出来る文化を持っているの
である。しかし,それは通常,授 業の中で積極的に提供 を期待 されるもの
ではない。そして目本語の授業では,多 くの場合教師による目本の文化 の
紹介という形でなされる。学習者が目本文化をどう受けとめるかというこ
とに焦点があたり,学習者の持つ文化が注目されることは極めて少ないで
あろう。
しかし,手紙の交換 を通 して,目本人学生は留学生の国や文化,考 え方
に関心を持ち,絶 えず聞きたが り,知 りたがっている状況なので,留学生
は自分の母国や文化について紹介せざるを得ない。そ してそれは目本文化
と対照 して振 り返 り,当人 も自覚 していなかった母国の文化の影響 に気づ
かされることにもなる。留学生は,目本人学生に対 して自国の文化 を紹介
しながら,自国のことのみならず,ま た目本のこともより深 く異文化 とし
て理解 してい く。
一方このように,目本語のクラスの中では,目本の文化 の提供者 として
の教師の負担は,同 じ年齢,同 じ学生であるとい う目本人学生が負 ってく
れることで,軽 くなるわけではないが,従来とは変わって行 くのではない
だろうか。
⑤ 学習への動機づけ
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留学生は,手紙 の交換 とい う活動 を通 して,教室の外で,自 らが学習途
上であるとい うことからも離れて,目 本人 と自然 に交流できる機会を持
つ。「自分 を表現す る」 とい う願望 も教室内だけの活動 よりは満た され,
友人としての文通 を重ねることにより,「全人格的なインターアクシ ョ.ン」
が起こり,留学生が持つ 「自らの文化 を異文化 として提供」できる場を持
つことができる手紙の交換活動は,学 習意欲 と無関係のまま終わるとは考
えられない。
7.手紙交換活動の問題点
① 時間的制約1
この活動の,現段階での一番の問題点は,授業 中の活動 として位置づけ
られていないことである。つまりシラバスには載 ってこないとい うことで
ある。通常の授業 ・講義 をこなした上で,余 った時問,無理にひね り出 し
た時間を使 っての活動であるとい うことである。ただ,学 生たちはこの活
動を楽しいものと受けとめていて くれるため,時問をひね り出すことも実
際にはそんなに苦労 とはなっていないのだが。
② 時間的制約II
短大のカ リキュラムは半年単位 であ り,1学期は実質13-14週しかな
い。教科 との兼ね合いを考えると,手紙の往復は3-4往復が限度である。
大部分の学生は,も っと交換 したかった,期 間が短すぎるなど,コ メント
している。これは学生たちには,授業終了後,個 人的に友だちとして続 け
るということで納得 してもらっている。
③ 学生の欠席
筆者は,短大,及 び早大理工学部では非常勤講師 として,週一回しか学
生 と会 うチャンスがない。早大国際部で も週2回 である。そ こで留学
生 ・目本人学生双方に欠席などによ り手紙が書けない,も しくは手紙が何
らかの理由で筆者の手に届かない事態が起こると,学生たちにとっては他
のクラスメー トは手紙を受け取ったのに自分だけ相手から手紙が来ないと
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い うことが発生する。そんな場合の学生の表情からは,寂 しさ,落胆が
はっきり読み取れる。特に短大では,2年生の春学期は,教 育実習 ・就職
活動による授業への欠席がいわば公然 と認められているので,留 学生が手
紙 を受け取れない事態が発生 しやすい。そこで,この問題の解決策として
「組み合わせ」を当面実行 している。「組み合わせ」とは,学期始めに,教
育実習に行 く学生,就 職活動で欠席する可能性のある学生を調べ,そ のよ
うな2年 生の学生を比較的欠席の少ない1年 生 と組 ませるのである。留
学生より目本人学生の方が通常,人 数が多いので,マ ッチングの上でも都
合がいいし,この 「組み合わせ」により,学生の落胆した顔 を見る回数が
随分と減 った。しかし,突然の欠席が起こるのは防ぎようが無い。そんな
時は,faxで送ってもらったり,最近ではe-mailで送 ってもらった りし
ている。これは筆者が強要 しているわけではな く,相手ががっか りするの
は,我が身に置き換えて考えればよく分かるので,学生の方から自然 とそ
れらの手段 を使用 してくるようになったのである。ある留学生 の場合な
ど,具合が悪 くて午前中の目本語の時間を休んだのに,午後 どうしても手
紙 を渡さなくては,と必死の面持ちで手紙 を届けに来たこともあった。と
はいえ,欠席などによる手紙の途絶えがないようにする配慮は,教 師とし
て大変なものである。
③ マッチング
留学生 と目本人学生 をどのように組 ませるかとい うのは,今 のところ特
に配慮はしていない。大体が学期の始めから手紙の交換をし始めるので,
教師にも,学生の性格や好みなどは何も分からないからである。ただし留
学生は,人数 の関係で相手が2人 になる場合があるが,そ んな時は,書
くのが好 きだとい う学生,書 くのがはやそ うな学生を選ぶ。しかし,選ん
だつもりでも実際は全然そうではなかったなどとい うことがよくある。ま
た,目本人学生のアンケー トに,趣味などが同じ人 と手紙交換 をしたかっ
たととい うコメントが時々ある。この点はこれからのどのような工夫がで
きるか考慮中である。
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④ 手紙の中の 「若者 ことば」
留学生が手紙 を書 く場合は,持てる力全部 を使 って書 く。辞書をひきな
がら,とい うこともよく見 られる光景であるが,と にか く自分の言いたい
ことを全力投球で書 く。教室内で書いている時は,質 問も多数受ける。問
題は目本人学生が書 く手紙の書き方である。好 きに書かせると,若者こと
ば,省 略 したことば,流 行ことば,文 として認め難い文などが出て くる。
これらのことばを全て禁止する意図はないが,し かし,ど こまでが許容範
囲か悩むこともある。留学生たちは,今 の若い人たちが普通に書 く文に接
することを好むのは当然だ し,そ して当然それ を真似 たがる。いわゆる
「書きことば,話 しことば」 とは,違 った 「若者独特のことば」 とい うも
のが存在 しているようである。
8.おわ りに一 手紙について
手紙はなぜ楽しいのか。なぜ人に喜び をもたらすのであろうか。その答
はともかく,古今東西 を問わず,手紙 を楽 しみにしている人々の枚挙 にい
とまはない。高橋安光著の 『手紙の時代』から例 をあげると,
・夏 目漱石 「小生は人に手紙 を書 くことと,人から手紙 をもらうこと
ことが大好 きである。」
(漱石から森田草平に 明治39年1月8目)
・現役 を退いた教師がしんみみ り語 った
「一 目の うちで,郵便が くる時刻になると,なん となく気持 ち
が落ち着かなくな り,玄関先 をうろつかずにはいられない。」
・国木田独歩 目清戦争当時,「国民新聞」 の特派員 として従軍 した
独歩は実弟に手紙 を出している。
「愛弟!愛 弟!東 京 を発してより殆 ど一 ヶ月,初 めて書状に
接 し,初めて未だ嘗て味ひ得 ざりし人情 を実験 した り。御身の
書状,昨 夜吾が手 に入 りぬ。嬉 しや と申すべき。何 と申すべ
き。読みてはポケットに納め,又 ポケットより引き出して,今
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朝 まで四回程読みた り。郵船!郵 船!郵 便物が到着 したと
の報知,満 艦の人をしてゾクゾクせしむるもの,愛弟,吾 れ御
身の手紙 を得て初めて其の心情の消息 を解 しむ」
・聖書:世 界のベス トセラーと呼ばれる聖書にも出てくる。
「悪 しき使者は人を災におとしいれる。 しかし忠実な使者は
人 を救 う。」(箴 言13の17)
「目の光は心を喜ばせ,良 い知 らせは骨を潤す。」
(箴言15の30)
・ゴーギャン(タヒチに移 り住んでいた)からフランスの友人へ
「親愛なるダニエルよ,わた しは手紙 をあなたが考 える以上
の喜びで受け取 りました。なぜなら,手紙は私にとって珍 し
い果物だからです。」
(ダニエル ・ドウ・モンフレ宛,1892年3月11目)
手紙 の楽 しさを本 の中に探 していて,[天使」 とい うこ とばが,ギ リ
シャ語で 「便 りを届ける人」か らきていることを初めて知った,こ の留学
生と目本人学生の問での手紙交換が,楽 しいものであるのも当然か と考え
た。今後 も,学生の意向を聞きながら,手紙の交換 という活動をより効果
的なものにするためにはどのような工夫ができるか,努力 して行きたいと
考えている。
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